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本
市
の
人
口
減
少
の
最
大
の
要
因
は
、若
年
層
の
流
出
で
す
。高
校
を

卒
業
し
、進
学
等
で
市
外
に
転
出
し
た
者
が
、就
職
等
で
戻
っ
て
く
る
割

合
が
低
く
、特
に
女
性
が
戻
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」と
い
う
よ
う
な
性
別
役
割

分
担
意
識
に
よ
り
、長
ら
く
女
性
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
、結
婚
、出
産

後
も
働
き
続
け
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
豊
岡
で

も
顕
著
で
あ
り
、女
性
が
戻
っ
て
こ
な
い
原
因
の
一
つ
と
し
て
上
げ
ら
れ

ま
す
。女
性
が
戻
っ
て
く
る
、つ
ま
り「
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」に
な
る

た
め
に
は
、こ
の
よ
う
な
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

推
進
会
議
」を
設
立

　

10
月
23
日
、市
役
所
を
含
む
16

の
市
内
事
業
所
が「
豊
岡
市
ワ
ー

ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
」

を
設
立
し
ま
し
た
。女
性
に
と
っ

て
働
き
が
い
が
あ
り
、働
き
や
す

い
仕
事
･
職
場
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
民
間
主
導
で
検
討
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
女
性
就
労
促
進

　

10
月
22
日
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
と

し
た「
子
育
て
・
お
仕
事
大
相
談

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。事
業
所
と

働
き
た
い
女
性
の
出
会
い
の
場
で

す
。31
人
の
参
加
者
は
、短
時
間
勤

務
の
あ
る
事
業
所（
14
社
）の
ブ
ー

ス
で
説
明
を
聞
き
、自
分
に
ど
の

よ
う
な
働
き
方
が
で
き
る
か
を
相

談
し
ま
し
た
。

〜
市
議
会
役
員
決
定
〜

議
長
は
関
貫
久
仁
郎
さ
ん
、副
議
長
は
井
上
正
治
さ
ん

〜
事
業
所
は
変
革
を
、女
性
は
自
分
ら
し
く
働
く
〜

「
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」に
な
る
た
め
に

▲「私らしく」働く、第一歩を踏み出す参加者ら ▲女性の働き方などを話し合う

　

11
月
13
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
関
貫
久
仁
郎
さ
ん
、
副

議
長
に
井
上
正
治
さ
ん
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
木
谷
敏
勝
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

【
総
務
委
員
会
】

◎
井
垣
文
博　

○
浅
田　

徹

【
文
教
民
生
委
員
会
】

◎
竹
中　

理　

○
上
田
倫
久

【
建
設
経
済
委
員
会
】

◎
西
田　

真　

○
福
田
嗣
久

【
予
算
決
算
委
員
会
】

◎
井
上
正
治　

○
井
垣
文
博　
　

○
竹
中　

理　

○
西
田　

真

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
】

◎
松
井
正
志　

○
青
山
憲
司

【 

人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委

員
会
】

◎
奥
村
忠
俊　

○
上
田
倫
久

【
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
浅
田　

徹　

○
上
田
伴
子

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
椿
野
仁
司　

○
伊
藤　

仁

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
10
月
】

10
日
・ 

ボ
ー
ト
競
技
フ
ラ
ン
ス
代

表
チ
ー
ム
の
視
察
受
入
れ

（
〜
12
日
）

　
　
・ 

韓
国「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

第
10
回
締
約
国
会
議
10
周

年
記
念
式
典
」に
参
加

12
日
・ 

台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
写
真

展（
〜
25
日
）

22
日
・ 

新
文
化
会
館
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定
委
員

会

23
日
・ 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
13
回

締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
）

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地「
円

山
川
下
流
域
･
周
辺
水

田
」エ
リ
ア
拡
張
登
録
認
定

証
授
与
式（
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
･
ド
バ
イ
）

31
日
・ 

第
69
回
豊
岡
市
美
術
展　

（
〜
11
月
4
日
）

　
　
・ 

秋
季
市
政
懇
談
会〔
竹
野
、

11
月
1
日
・
日
高
、
2
日
・

豊
岡
、6
日
・
但
東
、9
日
・

出
石
、15
日
・
城
崎（
予
定
）〕

【
11
月
】

5
日
・ 

上
田
市
へ
の「
豊
岡
市
民

ツ
ア
ー
」（
〜
6
日
）

　
　
・
旅
行
博「
W
T
M
2
0
1

　
　
　
8
」に
出
展（
〜
7
日
）

9
日
・ 

仲
田
光
成
記
念
第
18
回
豊

岡
全
国
か
な
書
展（
〜
11

日
）

木谷敏勝
監査委員

井上正治
副議長

関貫久仁郎
議長

　

市
議
会
本
会
議

の
様
子
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市政ニュース
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物
語
は
、
2
0
0
8
年
、
韓
国

の
ノ
･
ム
ヒ
ョ
ン
大
統
領
が
、
退

任
後
、
故
郷
ポ
ン
ハ
村
に
帰
り
、

有
機
農
業
を
始
め
、
フ
ァ
ポ
チ
ョ

ン
湿
地
の
美
化
運
動
の
先
頭
に
立

た
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
、
そ
の
フ
ァ
ポ

チ
ョ
ン
湿
地
に
一
羽
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
降
り
立
ち
、
大
騒
動
に
な
り

ま
す
。
韓
国
で
も
、
野
外
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
？
豊
岡
だ
。

生
前
、
大
統
領
は
豊
岡
に
行
き
た

が
っ
て
い
た
。
大
統
領
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
！

そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
ポ
ン
ハ

村
の
お
嬢
さ
ん
と
い
う
意
味
の
ポ

ン
ス
ニ
と
い
う
素
敵
な
名
前
を
付

け
て
も
ら
い
、
大
切
に
さ
れ
て
長

く
留
ま
り
、
そ
の
後
、
韓
国
内
を

転
々
と
し
て
、
一
年
一
カ
月
後
に

豊
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
縁
で
、
2
0
1
5
年
5
月
、

慶
尚
南
道
の
ラ
ム
サ
ー
ル
環
境
財

団
に
招
か
れ
、
ポ
ン
ハ
村
を
訪
れ

ま
し
た
。
ポ
ン
ス
ニ
の
故
郷
の
市

長
は
、
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
さ
ん
の
お
墓
に
も

お
参
り
し
ま
し
た
。

先
月
、
再
び
同
財
団
に
招
か
れ

ま
し
た
。「
あ
の
と
き
、
お
昼
に

ビ
ー
ル
を
注
ご
う
と
し
た
ら
、
墓

参
の
前
に
飲
め
な
い
、
と
あ
な
た

は
言
い
ま
し
た
」。
財
団
の
方
が

そ
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

あ
の
と
き
一
緒
に
花
を
手
向
け

た
元
秘
書
官
の
キ
ム
･
ギ
ョ
ン
ス

さ
ん
は
、
最
近
、
慶
尚
南
道
の
知

事
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
元
秘
書
官
、「
日
韓

に
は
色
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
や
環
境
問
題
に
関
し
て
、

日
韓
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
け

る
は
ず
だ
」と
言
わ
れ
た
キ
ム
･

ジ
ョ
ン
ホ
さ
ん
は
、
そ
の
後
国
会

議
員
に
な
り
、
今
回
ぼ
く
に
会
う

た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
ソ
ウ
ル
か
ら
駆

け
つ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
ス
ニ
は
、
そ
の
後
、
島
根

県
雲
南
市
に
移
動
し
、
福
井
県
越

前
市
で
放
鳥
さ
れ
た
げ
ん
き
く
ん

と
出
会
い
、
カ
ッ
プ
ル
に
な
り
、

今
年
四
羽
の
ヒ
ナ
を
育
て
ま
し
た
。

げ
ん
き
く
ん
も
ま
た
、
国
内
を

転
々
と
し
て
、
韓
国
、
北
朝
鮮
ま

で
飛
ん
だ
後
、
日
本
に
帰
り
、
雲

南
に
た
ど
り
着
い
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ポ
チ
ョ
ン
湿
地
に
は
、
今

も
ポ
ン
ス
ニ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
多

数
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
び
、
韓
国
へ
の
旅

　

11
月
10
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地「
円
山

川
下
流
域･

周
辺
水
田
」拡
張
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
環
境
保
護
に
つ

と
め
る
ラ
ン･

レ
ヴ
ィ･

ヤ
マ
モ
リ
さ

ん
制
作
の
映
画「K

O
U
N
O
T
O
RI

」

を
上
映
し
、
そ
の
後
、
ラ
ン
さ
ん

と
映
画
に
出
演
し
た
岡
田
有
加
さ

ん
、
中
貝
市
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
生
や
コ
ウ
ノ
ト
リK

ID
S

ク
ラ
ブ

〜
未
来
へ
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
つ
な
が
る
世
界
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地「
円
山
川
下
流
域
･
周
辺
水
田
」拡
張
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

〜
地
域
と
一
体
と
な
り
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
〜

「
木
造
家
屋
密
集
街
区
消
防
活
動
計
画
」策
定
後
初
め
て
の
防
災
訓
練

の
活
動
発
表
や
自
然
界
の
報
道
写

真
家
の
宮
崎 

学
さ
ん
に
よ
る
講
演
、

ラ
ム
サ
ー
ル
エ
リ
ア
に
住
む
魚
な

ど
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

お
米
を
使
用
す
る
き
っ
か
け
を

作
っ
た
岡
田
さ
ん
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で「
子
ど
も
た
ち
が
自
然
で

学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、

そ
こ
か
ら
何
か
行
動
し
た
り
発
信

し
た
り
す
る
過
程
こ
そ
が
重
要
な

経
験
に
な
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
城
崎
温
泉
街
で
大

規
模
火
災
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
木
造
家
屋
密

集
地
に
お
け
る
大
規
模
火
災
の
対

策
と
し
て
策
定
し
た「
木
造
家
屋

密
集
街
区
消
防
活
動
計
画
」に
基

づ
く
初
め
て
の
訓
練
で
す
。
計
画

で
は
、
道
路
で
区
切
ら
れ
た
街
区

内
の
建
物
構
造
、
周
辺
道
路
の
状

況
、
消
防
水
利
等
を
調
査
し
、
効

率
的
な
消
火
･
避
難
活
動
の
方
法

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

訓
練
に
は
、
家
屋
か
ら
火
災
が

発
生
し
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お

ら
れ
延
焼
拡
大
し
た
と
の
想
定
で
、

城
崎
温
泉
観
光
協
会
や
城
崎
温
泉

旅
館
協
同
組
合
、
消
防
団
、
城
崎

町
内
会
な
ど
約
2
2
0
人
が
参
加
。

住
民
ら
に
よ
る
初
期
消
火
、
警
察

署
員
に
よ
る
交
通
規
制
や
避
難
誘

導
、
消
防
本
部
と
消
防
団
に
よ
る

消
防
活
動
な
ど
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
り
、
地
域
の
防
災
強
化
を

図
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
出
石
地
域
や
豊
岡
地

域
、
日
高
地
域
で
も
実
施
し
ま
す
。

▲地域の住民らが参加した避難誘導訓練▲映画「KOUNOTORI」上映後のトークセッション
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